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文教厚生委員会会議録 

令和２年１１月９日（月） 

午後１時３０分 開会 

 

○加藤美幸委員長 

 文教厚生委員会を開会します。 

本日は、講師を招いての勉強会を行います。 

講師は、株式会社教育システムの長尾様と、株式会社内田洋行の中井様をお呼びしていま

す。 

本日の進め方は、初めに講師の方から、事前にお送りしてある質問事項につきましてご回

答をいただき、その後質疑応答を行う予定です。 

全体で１時間から１時間半程度を予定しています。 

それでは、長尾様、中井様、よろしくお願いいたします。 

【講師から、資料に基づき説明】 

 長尾様、中井様ありがとうございました。 

 これまでの内容について、質問等はありますか。 

 

〇芳金秀展副委員長 

 熊本市では、クラウド型のドリルを利用する際にトラブルがあったとのことですが、具体

的にどのような事例がありましたか。 

 

〇教育システム長尾幸彦氏 

 教育熱心な親御さんが予習をさせる中で、かなり先の単元までドリルを終えてしまうとい

うことがありました。 

 

〇久世孝宏委員 

 アカウントのなりすまし行為とはどのような事例ですか。 

 

〇教育システム長尾幸彦氏 

 例えば、ある児童が他の児童のアカウントでログインし、チャット機能等で別の児童に対

して悪口を言うような事例が挙げられます。 

 

〇澤田勝委員 

 熊本市が実施した取り組みで、不登校対策にも寄与できたものはありましたか。 

 

〇教育システム長尾幸彦氏 

 熊本市が実施したオンライン授業では、不登校児童・生徒も参加ができたと伺っています。

またある事例では、普段は学校に行けなくてもオンライン授業は楽しみにしており、かなり

早くからログインして待機していた事例もあったそうです。そういった意味では、不登校対

策にも寄与できるのではないかと考えています。 
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〇嶋崎昌弘委員 

 ＩＣＴ関係が苦手な先生もいるかと思いますので、先生ごとにＩＣＴの活用度に差が生じ

てしまうと思いますが、ＩＣＴ支援員はどのような対応をしていきますか。 

 

〇教育システム長尾幸彦氏 

 ＩＣＴ支援員には、ＩＣＴが苦手な先生方に積極的に使い方を提案していくこととなりま

す。また、ＩＣＴに不慣れな先生はトラブルが生じた際の不安がもとで使用を遠ざけている

傾向がありますので、サポート役として授業に同席することで不安を解消するような支援を

行うことを想定しています。 

 

〇山本半治委員 

 ＩＣＴ化を進めていくことで働き方改革につながると伺っていますが、どういった部分に

活かされるのでしょうか。 

 

〇教育システム長尾幸彦氏 

 例えば、テストの採点を行うソフトもありますが、現在は海外向けの製品で少し使いにく

い部分もあり、すぐに働き方改革に寄与できるとは言い切ることができません。しかし、常

に改善がされていく分野になりますので、今後は教員の負担軽減につながるような製品も出

てくると考えています。 

 

〇榊原伸行委員 

 保護者のＩＣＴスキルアップも必要だと思いますが、どのような取り組みが考えられます

か。 

 

〇教育システム長尾幸彦氏 

 ＰＴＡ活動で研修を行うなどの活動が考えられます。 

しかし、そういった研修等に参加していただける方は、元々関心や知識が高い方が多いで

す。本来は、ＩＣＴに関心が低く知識も少ない方に来ていただきたいのですが、そうなって

いないジレンマがあります。 

 

〇加藤美幸委員長 

 ほかにありますか。 

【発言する者なし】 

 無いようですので、これにて勉強会を終了します。 

 この後、長尾様、中井様にはご退席いただきますが、その後協議する内容がありますので、

一旦休憩します。 

午後 ２時５３分 休憩 

午後 ３時０５分 再開 
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○加藤美幸委員長 

 委員会を再開します。 

 （２）その他についての①今後の進め方についてを行います。 

 今後の進め方について、レジュメに記載の内容で考えています。 

 このことについて、ご意見はありますか。 

 

〇久世孝宏委員 

 視察先の候補は、どうしてこの３市を選んだのですか。 

 

〇加藤美幸委員 

 前回の委員会で紹介した国の資料において先進事例として紹介されており、何等か参考に

なるのではということで、前回の委員会で決定したものです。 

 

〇久世孝宏委員 

 先進事例であっても「この部分が見たい」というものがなければ視察に行く意味はないと

思います。委員長として視察先の案を出してもらうべきだと思いますがどうですか。 

 

〇加藤美幸委員 

 しばらく休憩します。 

午後 ３時１０分 休憩 

午後 ３時３１分 再開 

〇加藤美幸委員 

 委員会を再開します。 

 休憩中に話し合った結果、視察については次回の委員会で正副委員長案を提案させていた

だくことといたしました。これにご意義ありませんか。 

【「異議なし」との声あり】 

ありがとうございます。 

以上で、本日の協議事項は終わりました。 

その他で何かある方はいらっしゃいますか。 

【発言する者なし】 

以上で文教厚生委員会を閉会します。次回の委員会は１２月１１日の午前中に行います。

お疲れさまでした。 

午後 ３時３６分 閉会 


